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今
年
の
神
奈
川
県
保
険
医

協
会
の
定
時
総
会
は
６
月
１５

日
午
後
１
時
３０
分
よ
り
、
横

浜
ベ
イ
シ
ェ
ラ
ト
ン
ホ
テ
ル

＆
タ
ワ
ー
ズ
５
階
「
日
輪
」

に
て
開
催
さ
れ
る
。
総
会
は

執
行
部
と
し
て
、
一
般
の
会

員
の
先
生
方
か
ら
直
接
、
意

見
や
提
案
を
い
た
だ
け
る
絶

好
の
機
会
と
し
て
位
置
付
け

て
い
る
。

　

第
１
号
議
案
の
「
２
０
２

４
年
度
活
動
報
告
の
承
認
を

求
め
る
件
」
で
は
、
昨
年
１２

月
に
施
行
さ
れ
た
オ
ン
ラ
イ

ン
資
格
確
認
義
務
化
に
伴
う

従
来
の
健
康
保
険
証
廃
止
に

対
し
て
、
保
険
証
の
存
続
を

求
め
る
運
動
を
い
か
に
行
っ

て
き
た
か
を
報
告
す
る
。
そ

の
他
、
診
療
報
酬
の
不
合
理

是
正
要
求
、
長
期
収
載
品
の

選
定
療
養
化
の
阻
止
、
医
療

の
営
利
産
業
化
の
阻
止
、
高

額
療
養
費
上
限
引
き
上
げ
の

撤
回
要
求
、
医
療
費
窓
口
負

担
「
ゼ
ロ
」
へ
の
取
り
組
み

な
ど
、
力
を
入
れ
て
行
っ
て

き
た
活
動
の
報
告
を
行
う
予

定
だ
。
第
２
号
議
案
の
「
２

０
２
５
年
度
活
動
方
針
案
の

件
」
は
、
こ
れ
ま
で
の
急
速

な
医
療
Ｄ
Ｘ
推
進
に
対
応
で

き
な
い
医
療
機
関
、
高
騰
し

続
け
る
生
活
物
価
や
光
熱

費
、
医
療
機
械
や
材
料
費
の

値
上
げ
な
ど
が
医
院
経
営
を

圧
迫
し
て
い
る
厳
し
い
状
況

下
で
、
閉
院
や
廃
業
に
追
い

込
ま
れ
る
医
療
機
関
の
増

加
、
そ
れ
に
伴
う
地
域
医
療

の
崩
壊
に
対
し
、
い
か
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
の
決
意
表

明
で
も
あ
る
。
こ
れ
ら
の
活

動
に
対
し
、
活
発
な
ご
意
見
、

ご
提
案
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
第
３
号
議
案
で
は

２
０
２
３
年
度
決
算
、
第
４

号
議
案
で
は
２
０
２
５
年
度

予
算
案
が
提
案
さ
れ
る
。
こ

こ
で
も
昨
今
の
物
価
高
騰
や

光
熱
費
、
郵
送
料
金
な
ど
の

値
上
げ
に
よ
る
財
政
状
況
の

悪
化
の
中
で
、
事
業
収
入
総

額
に
見
合
っ
た
事
業
支
出
総

額
を
堅
持
し
、
各
収
支
項
目

に
お
い
て
合
理
性
の
あ
る
積

算
額
と
な
る
よ
う
努
め
、
更

に
災
害
対
策
等
の
リ
ス
ク
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
注
意
を
払
い

な
が
ら
の
予
算
編
成
に
努
め

て
い
る
こ
と
を
提
案
す
る
。

会
員
の
先
生
方
か
ら
お
預
か

り
し
て
い
る
大
切
な
会
費
を

有
効
に
運
用
す
る
こ
と
に
努

め
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
事

業
費
編
成
に
対
し
て
も
、
是

非
ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
。

　

そ
し
て
、
次
年
度
は
役
員

改
正
の
年
度
で
あ
る
。
厳
正

な
る
選
考
の
中
で
選
出
さ
れ

る
新
役
員
が
、
次
年
度
方
針

に
沿
っ
て
責
任
を
持
ち
活
動

を
展
開
し
て
い
く
。

　

議
事
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
る
記
念
講
演
で
は
、「
開

業
医
・
協
会
業
務
等
へ
の
生

成
Ａ
Ｉ
の
活
用
に
つ
い
て
」

と
の
内
容
で
、
講
師
に
京
都

大
学
医
学
部
附
属
病
院
・
眼

科
学
教
室
の
佐
渡
恵
奈
氏
、

フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ク
ラ
ウ
ド

（
株
）
代
表
取
締
役
の
岡
本

和
也
氏
を
お
迎
え
し
て
お
話

し
い
た
だ
く
。
ま
た
議
事
終

了
後
に
は
、
豪
華
賞
品
が
当

た
る
福
引
会
も
行
わ
れ
る
。

是
非
、
総
会
に
足
を
運
ん
で

い
た
だ
き
、
忌
憚
の
な
い
ご

意
見
を
賜
り
た
い
。

第
７０
回
定
時
総
会
を

迎
え
る
に
あ
た
っ
て

是
非
ご
出
席
い
た
だ
き
ご
意
見
を

　厚労省は現在、「選定療養として導入すべき事例等（現行の見直しも含む）」のパブコメを

募集している。

　昨年10月から、選定療養の仕組みを使った長期収載品の差額徴収が始まっているが、薬価

以上の患者負担が生じる、差額徴収を巡って患者とトラブルになるなど、矛盾と混乱を現場

に引き起こしている。薬剤の差額徴収は実質の混合診療であり、保険収載を前提としない選

定療養の拡大は国民皆保険の形骸化を招きかねない。

　ついては先生方に、①長期収載品の選定療養は中止すべき、②選定療養の乱用はすべきで

ない、という立場でパブコメをお送りいただきたくお願いする次第だ。寄せられた意見は今後、

中医協で検討する参考資料となるため、多くの先生方のご協力をお願いしたい。

＜パブコメの案内、提出様式のダウンロードはこちらから＞　　　　　　➡

　厚生労働省「選定療養として導入すべき事例等」に関する

　提案・意見の募集について

　【提出方法】（iryouka@mhlw.go.jp）宛に提出様式を添付しメール送信

　【提出期限】6月30日（月）

【提出の手順】（※下記は長期収載品の記入例。複数の類型（番号）に意見する場合は、番号ごとのファイル作成が必要）

①�上記パブコメ案内ページから「提出様式」（Word）を開き、2ページ目「Ⅰ.提案・意見の種類」の記入

欄に「2」を記入、4ページ目「見直しを行うべき類型の記入欄」に「15」を記入。

選定療養の乱用をするな 長期収載品の差額徴収は中止を！

意見募集（パブコメ）ご協力のお願い

②�様式5ページ目の、（2）記入した類型（番号）の具体的な見直し（現行の取扱いの明確化、廃止等）の内容

には、「長期収載品の選定療養は中止すべき」等記入し、（3）にその理由を記入。

③�様式5～6ページ目の属性も可能な範囲で入力し、ファイル名を「選定療養」とし、メールの件名は「選

定療養に導入すべき事例等」として上記アドレスに送信。

　4月20日、税対経営部は医科・歯科の

会員向けに「1日でわかる税務労務セミ

ナー」をWEB開催し、36名が参加した。

医院経営に必須の基礎知識を半日で学べ

る企画で、税理士・須藤ふみ代氏、社会

保険労務士・菅原由紀氏が講師を担当。

　前半の「税務」では個人開業医の医業

所得計算と日常業務の要点にふれ、多くが取り組む青色申告

では最高65万円の特別控除や青色事業専従者給与の必要経費

算入などの特典を紹介。帳簿と資料の整理では電子帳簿保存

法への対応などを挙げ、税務調査に備えた対応が肝要と説いた。

　後半の「労務」では「入口（雇入れ）と出口（退職）の整備が重

要」とし、特に雇入れ時、初めに結ぶ労働契約は提示だけで

なく従業員への内容説明が必要だとした。また「労働時間＝

明示・黙示問わず使用者の指揮命令下にある時間」と強調。

これを踏まえ、法定労働時間・所定労働時間・時間外労働、

休憩、法定休日と所定休日の違い、年次有給休暇、時間外労働・

休日労働、退職勧奨等を網羅的に解説。基本的な部分を正し

く理解し、未対応の場合は速やかに対応することが大切だと

した。

活動報告活動報告quick reports

講師の菅原氏

税務労務セミナー税務労務セミナー

医院経営に必要な基礎知識を学ぶ医院経営に必要な基礎知識を学ぶ

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用

除
外
に
関
し
、
今
国
会
中
は
議

論
を
打
ち
切
る
こ
と
で
、
自
民
・

公
明
・
維
新
の
三
党
協
議
が
一

致
し
た
。
自
公
と
維
新
で
考
え

方
に
隔
た
り
が
あ
り
、
「
現
段

階
で
こ
れ
以
上
議
論
を
し
て
も

進
展
が
な
い
、
と
の
認
識
で
一

致
し
た
」
と
い
う
。
５
月
２３
日

の
協
議
後
会
見
で
維
新
の
岩
谷

幹
事
長
が
述
べ
た
。

　

三
党
は
４
月
か
ら
５
月
に
協

議
を
重
ね
て
い
た
が
、
溝
は
埋

ま
ら
な
か
っ
た
。
維
新
は
保
険

適
用
と
な
る
処
方
箋
医
薬
品
や

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
種
類
を
減
ら

す
べ
き
と
主
張
。
対
す
る
自
公

は
「
課
題
に
配
慮
し
な
が
ら
丁

寧
に
検
討
を
進
め
る
必
要
が
あ

る
」
な
ど
と
し
、
病
気
発
見
の

遅
れ
や
患
者
負
担
の
増
加
を
懸

念
。
厚
労
省
が
示
し
た
Ｏ
Ｔ
Ｃ

　

東
京
都
渋
谷
区
と
世
田
谷
区

は
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て

い
る
人
に
も
資
格
確
認
書
を
一

斉
送
付
す
る
こ
と
を
決
め
た
。

資
格
確
認
書
は
マ
イ
ナ
保
険
証

を
持
た
な
い
人
に
送
る
の
が
原

則
だ
が
、
渋
谷
・
世
田
谷
両
区

は
住
民
の
不
安
な
ど
を
背
景
に

独
自
に
判
断
し
た
。

　

渋
谷
区
の
担
当
者
は
「
高
齢

の
人
を
中
心
に
、
マ
イ
ナ
保
険

証
に
不
安
を
感
じ
る
人
が
い
る

こ
と
な
ど
か
ら
総
合
的
に
判
断

し
た
」
と
説
明
。
東
京
新
聞
の

取
材
に
対
し
保
坂
・
世
田
谷
区

長
は
、
区
の
シ
ス
テ
ム
に
マ
イ

ナ
保
険
証
取
得
者
を
除
外
す
る

シ
ス
テ
ム
は
な
い
と
し
、「
全

員
に
送
付
す
る
の
が
合
理
的
だ

と
思
う
」
と
話
し
た
。

　

他
方
で
横
浜
市
は
両
区
の
対

応
と
異
な
り
、
〝
マ
イ
ナ
保
険

証
の
有
無
に
応
じ
て
、
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
資

格
確
認
書
」
を
横
浜
市
か
ら
市

民
へ
送
付
す
る
〟
旨
を
５
月
２７

日
に
各
区
医
師
会
へ
通
知
し
た
。

　

な
お
、
５
月
２３
日
に
は
読
売

新
聞
が
「
マ
イ
ナ
保
険
証
／
利

用
率
低
迷
が
示
す
使
い
に
く

さ
」
と
題
す
る
社
説
を
掲
載
。

保
団
連
の
マ
イ
ナ
保
険
証
ト
ラ

ブ
ル
調
査
を
紹
介
し
、
「
患
者

に
不
便
を
強
い
る
よ
う
で
は
本

末
転
倒
だ
」
と
批
判
。
資
格
確

認
書
の
制
度
を
「
極
め
て
わ
か

り
に
く
い
」
、
渋
谷
区
と
世
田

谷
区
の
判
断
を
「
よ
り
合
理
的
」

と
評
し
た
上
で
、
「
普
及
を
急

ぐ
あ
ま
り
、
強
引
さ
が
目
立
つ

よ
う
で
は
国
民
の
信
頼
は
得
ら

れ
ま
い
」
と
結
ん
で
い
る
。

　

資
格
確
認
書
を
巡
っ
て
は
、

再
発
行
に
高
額
な
手
数
料
を
課

す
健
康
保
険
組
合
が
現
れ
て
い

る
。
化
粧
品
メ
ー
カ
ー
「
ポ
ー

ラ
」
の
社
員
ら
が
加
入
す
る
健

保
は
１
万
円
を
徴
収
す
る
。
厚

労
省
は
２２
日
付
で
全
国
の
健
保

な
ど
に
「
社
会
通
念
上
、
過
大

な
も
の
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意

す
る
」
と
通
知
し
、
高
額
な
手

数
料
徴
収
を
牽
制
し
て
い
る
。

類
似
薬
の
保
険
適
用
を
外
し
た

場
合
の
患
者
負
担
増
分
の
試
算

の
中
に
は
、
負
担
額
が
１０
倍
近

く
増
え
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
維
新
は
５
月

１５
日
の
協
議
で
「
具
体
的
な
も

の
（
保
険
適
用
除
外
の
案
）
が

出
て
こ
な
け
れ
ば
、
協
議
を
打

ち
切
り
た
い
」
と
主
張
。
自
公

は
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
へ
の
考
え
を

示
し
た
ペ
ー
パ
ー
を
２３
日
の
協

議
に
出
し
た
も
の
の
、
維
新
は

反
発
。
今
後
は
議
題
に
取
り
上

げ
な
い
意
向
が
示
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
協
議
の
過
程
で
自
公

は
「
類
似
の
効
能
を
有
す
る
代

替
可
能
な
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
が
存

在
す
る
医
療
用
医
薬
品
」
に
つ

い
て
検
討
す
べ
き
と
し
、「
必

要
な
受
診
が
確
保
さ
れ
る
形
で

制
度
設
計
を
行
う
必
要
が
あ

る
」
と
言
及
。
こ
の
動
き
に
対

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
外
し

協
議
打
ち
切
り
へ

自
民
・
公
明
・
維
新
の
三
党
協
議

マ
イ
ナ
保
険
証
あ
る
人
に
も
資
格
確
認
書

渋
谷
区
・
世
田
谷
区
が
独
自
判
断

読
売
社
説
「
利
用
率
低
迷
が
示
す
使
い
に
く
さ
」

し
、
協
会
・
政
策
部
は
〝
選
定

療
養
に
よ
る
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
外
し
〟
を
警
鐘
す
る
政
策

部
長
談
話
を
発
表
し
て
い
る
。

　

な
お
、
５
月
２３
日
の
会
見
で

岩
谷
・
維
新
幹
事
長
は
、
国
内

の
病
床
を
削
減
す
る
方
向
性
で

三
党
が
大
筋
合
意
し
た
と
説

明
。
た
だ
、
実
効
性
に
つ
い
て
は

「
隔
た
り
が
あ
る
」
と
も
触
れ

た
。
自
民
の
田
村
憲
久
議
員
は

精
査
が
必
要
と
の
立
場
を
強
調

し
た
、
等
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。


